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平成 28 年６月 17 日 

各 位 

会 社 名  日本インター株式会社 

代表者名  代表取締役社長 金 太浩 

（コード番号 6974  東証第２部） 

問合せ先  執行役員管理本部長 千田 浩章 

          (TEL:045-470-6071) 

 

 

 

支配株主等に関する事項について 

 

当社の親会社である京セラ株式会社について、支配株主等に関する事項は、以下のとおりとな

りますので、お知らせいたします。なお、平成 28 年 5 月 16 日に公表しました「京セラ株式会社

と日本インター株式会社の合併契約締結に関するお知らせ」に記載のとおり、当社は京セラ株式

会社と平成 28 年８月１日を効力発生日として合併する予定であります。  

 

１．親会社の商号等 

（平成 28 年３月 31 日現在） 

名称 属性 

議決権所有割合（％） 発行する株券等が上場されて

いる 

金融商品取引所等 

直接所有

分 

合算対象

分 
計 

京セラ 

株式会社 
親会社 70.23 0.00 70.23 

株式会社東京証券取引所 

市場第一部 

 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係  

 

当社の親会社である京セラ株式会社(以下、京セラ)の企業グループは、ファインセラミック部

品関連事業、半導体部品関連事業、ファインセラミック応用品関連事業、電子デバイス関連事業、

通信機器関連事業、情報機器関連事業、その他の事業を実施しております。このうち当社は、電

子デバイス関連事業の一部として、半導体製造販売及び商品事業を実施しております。 

当社と京セラは、生産管理のノウハウの共有、販路・販売インフラの共有、商品開発、調達、

物流等に関して、それぞれの事業領域で考え得るシナジーを追求しております。その目的を達成

するため、親会社の執行役員常務が当社の非業務執行取締役を兼任し、また、グループ内部統制

の維持強化のために、親会社の業務執行取締役が当社の監査役を兼務しております。 

京セラ株式会社は、平成 27 年 10 月 29 日付コーポレート・ガバナンスに関する報告書におい

て、当社と連携を保ちつつ、事業活動においては当社の独立性を尊重する旨を公表しております。

このような点から当社は、平成 28 年８月１日を効力発生日として京セラと合併するため同年７

月 27 日に上場を廃止する予定でありますが、当社が上場を維持している間は、一定の独自の経

営判断が行える状況にあると考えております。   
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（役員の兼務状況）                      （平成 28 年６月 16 日現在） 

役職 氏名 親会社等又はそのグループ企業での役職 就任理由 

非業務執行 

取締役 
嘉野 浩市 

親会社  京セラ株式会社  執行役員常務関連会社

統括本部長 

京セラの執行役員常務と

しての豊富な経験によ

り、当社の経営体制を強

化するために就任いただ

きました。 

監査役 青木 昭一 
親会社  京セラ株式会社  取締役兼執行役員常務

経理財務本部長 

京セラの取締役としての

幅広い経験と経理財務本

部長としての専門的知識

により、当社の監査体制

を強化するために就任い

ただきました。 

（注）当社の取締役４名、監査役４名のうち、親会社又はそのグループ企業との兼務者は上記の２名のみです。 

 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

 

種類 

会社等の

名称又は

氏名 

所在地 

資本金

又は出

資金(百

万円) 

事業の

内容又

は職業 

議決権

等の所

有(被所

有)割合

(%) 

関連当

事者と

の関係 

取引の

内容 

取引金

額(百万

円) 

科目 

期末残

高(百万

円) 

親会社 京セラ 

株式会社 

京 都 府

京 都 市

伏見区 

115,703 フ ァ イ

ン セ ラ

ミック、

半 導 体

部品、電

子 デ バ

イス、通

信・情報

機 器 関

連事業 

70.23 同 社 製

品販売 

役 員 兼

務 

当 社 は

同 社 の

製 品 を

仕 入 れ

販 売 し

て い ま

す。 

148 買掛金 35 

 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

 

京セラ株式会社との取引につきましては、当社と関連を有しない他の当事者と同様に公正かつ

適正な条件により実施しており、少数株主の保護に反することはないと認識しております。 

以 上 

 

 


